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『婦人公論』（2021 年 8 月 24 日号）より転載。
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.or.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 
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＜＜報報告告＞＞        あありりががととううごござざいいままししたた！！  

前号の 32 号入稿後、2021 年 4 月 23 日以降にご送付いただいた会費及びカンパされた

方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。（敬称

略、2021 年 11 月 19 日付までの分です） 

 

名名取取敬敬和和  﨑﨑山山ひひろろみみ  柳柳生生じじゅゅんん子子  岡岡崎崎雄雄兒兒  田田村村正正篤篤  奥奥村村信信子子  小小倉倉光光雄雄  原原田田

清清治治  井井出出亜亜夫夫  小小柴柴玲玲子子  牧牧野野八八郎郎  塚塚原原常常次次  山山口口真真  大大山山茂茂  高高橋橋守守男男  佐佐藤藤守守男男  

貞貞平平浩浩  野野田田尚尚道道  伊伊藤藤昭昭  山山口口榮榮一一  田田澤澤仁仁  山山本本武武  竹竹井井成成範範  高高田田京京子子  田田中中正正昭昭  

新新田田百百合合子子  渡渡辺辺一一枝枝  阿阿部部則則司司  江江藤藤昌昌美美  伊伊藤藤眞眞理理子子  中中島島紀紀子子  松松島島赫赫子子  根根田田春春

子子  清清嶋嶋一一順順  松松田田信信義義  松松浦浦周周之之助助  佐佐藤藤すすみみ江江  大大澤澤大大介介  藤藤後後博博巳巳  寺寺本本康康俊俊    

藤藤嶋嶋昭昭  中中島島幼幼八八  芹芹澤澤昇昇雄雄  藤藤川川琢琢馬馬  松松村村静静子子  赤赤羽羽茂茂乃乃  皆皆川川純純麿麿  新新宅宅久久夫夫  

大大野野正正夫夫  平平沢沢千千恵恵子子  酒酒井井武武史史  小小林林淨淨子子  藤藤井井盛盛  加加藤藤稔稔  栁栁澤澤永永一一  板板橋橋道道史史    

西西嶋嶋拓拓郎郎  遠遠藤藤滋滋  服服部部健健治治  中中井井詔詔太太郎郎  十十時時哲哲哉哉  末末広広一一郎郎  石石井井敏敏夫夫  長長谷谷川川清清司司

小小早早川川ののぞぞみみ  奥奥本本由由利利子子  石石橋橋辰辰巳巳  岩岩間間孝孝夫夫  東東海海林林次次男男  師師岡岡武武男男  亀亀山山英英雄雄    

高高木木昻昻  岡岡百百合合子子  初初岡岡昌昌一一郎郎  水水野野恵恵子子  篠篠田田欽欽次次  大大久久保保明明男男  望望月月信信隆隆  加加藤藤毅毅  

光光川川澄澄子子  湯湯川川誼誼  鈴鈴木木宏宏毅毅  荒荒川川幸幸二二  戸戸田田和和歌歌  篠篠原原淳淳子子  掛掛谷谷敏敏男男  大大島島満満吉吉    

小小出出公公司司  小小林林勝勝人人  高高橋橋健健男男  広広田田彰彰夫夫  及及川川淳淳子子  山山田田敬敬三三  千千島島寛寛  齋齋藤藤忠忠雄雄    

高高橋橋礼礼二二郎郎  依依田田高高明明  栗栗原原彬彬  吾吾孫孫子子隆隆  春春日日井井治治  小小坂坂井井和和夫夫  大大西西広広  森森博博勇勇    

長長谷谷川川順順一一  齋齋藤藤實實  山山内内るるりり  小小関関光光二二  久久保保和和男男  有有馬馬雅雅喜喜  柳柳瀬瀬文文恵恵  宮宮城城恭恭子子  

黒黒岩岩満満喜喜  黒黒木木皆皆夫夫  高高橋橋正正宏宏  南南村村豊豊實實  丹丹野野雅雅子子  早早川川浩浩市市  秋秋吉吉任任子子  大大西西房房子子  

新新谷谷陽陽子子  渡渡辺辺芙芙美美子子  澤澤田田武武彦彦  竹竹中中一一雄雄  川川村村範範行行  小小野野晃晃  由由井井格格  野野村村芙芙美美子子  

乃乃村村晃晃  関関明明  伊伊藤藤洋洋平平  野野澤澤淑淑子子  中中嶋嶋定定和和  寺寺沢沢秀秀文文  鈴鈴木木幸幸子子  山山下下美美子子  武武村村恵恵

里里  大大津津英英雄雄  小小栗栗勝勝則則  加加藤藤ままりり子子  矢矢島島敬敬二二  佐佐藤藤ナナヲヲ  キキククチチカカズズヤヤ  田田島島正正夫夫  

栗栗林林稔稔  渡渡辺辺保保雄雄  小小玉玉正正憲憲  錦錦織織葆葆  橋橋村村武武司司  千千田田優優子子  石石尾尾喜喜代代子子  木木村村護護郎郎ククリリ

スストトフフ  酒酒井井誠誠  上上野野千千鶴鶴子子  宮宮武武正正明明  藤藤村村光光子子  林林秀秀行行  長長澤澤保保  野野中中酉酉夫夫  岩岩下下壽壽

之之  大大久久保保勲勲  近近藤藤燿燿子子  勝勝尾尾修修  川川合合継継美美  片片岡岡祐祐子子  松松成成亮亮太太  樗樗沢沢仁仁  神神田田秀秀一一  

大大浜浜敏敏夫夫  塚塚田田恵恵子子  巻巻口口清清美美  金金倉倉美美佐佐恵恵  土土川川克克広広  村村田田和和代代  堀堀泰泰雄雄  椎椎名名鉄鉄雄雄  

藤藤勝勝徳徳  横横山山和和夫夫  今今井井和和江江  伊伊原原忠忠・・泰泰子子  柳柳生生好好春春  長長澤澤保保  小小池池イイヨヨ子子  北北村村和和憲憲  

及及川川康康年年  吉吉岡岡孝孝行行  飯飯島島春春光光  行行川川清清  清清水水醇醇  中中島島茂茂  植植原原映映子子  久久保保孝孝雄雄  湯湯本本信信

幸幸  原原紀紀道道  宮宮下下春春男男  柳柳田田正正子子  加加藤藤稔稔  石石井井敏敏夫夫  永永沼沼眞眞由由美美  高高木木雅雅之之  

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

≪≪編編集集後後記記≫≫  

会報 33 号の内容はいかがでしたでしょうか。当初は原稿がいつもより少ないかと心配も
していましたが、締め切りが迫ってくるとどんどん寄稿も増えて頁数も増えました。もち
ろん、かなりの新聞からの転載もあります。編集している立場から言えば、後から会報を
振り返って見れば、「こんな記事があったんだ」と思うこともしばしばあり、新聞の転載
は本誌の資料的価値を高めることもあるのだと思ってもいます。 

しかし、すべての新聞に目を通すことは不可能です。会員の方々、支援者の方々から
「こんな記事があるよ」と送っていただき、たいへんありがたいと思っております。 

私が畏敬する 90 を越えた T さんの一人住まいの自宅にはテレビもなし、新聞もなし、
ニュースはインターネットで少し確認するだけだとか。私によく、「テレビも新聞もない
と、読書がはかどるよ」と言われます。そのことはよくわかるのですが、まだまだテレビ
も新聞も探せば、なかなかいい番組や記事もあります。 

 
今回、婦人公論から澤地久枝さんと上野千鶴子さんの対談を転載しました。ご両人は、

現在の日本では屈指の論客であり、読者諸氏もそのお名前はよくご存じだと思います。か
つて本誌にお二人とも寄稿していただいており、上野さんはまた数年前には、本会の会員
にもなっていただきました。 

HHPP（（ホホーームムペペーージジ））をを一一新新！！  

さて、会員及び支持者の方々、また読者の方々にお伝えしたいのは本会の HP（ホーム
ページ）を一新したことです。⻑年、ご協⼒していただいた方が多忙で HP の作業もでき
ず、さりとて私・大類はこの種の作業ができず、役員構成なども旧いままの状態でした。
しかし昨年、理事になってくれた中島俊輔は、本会の事務局がある日中科学技術文化セン
ターに来て２年ほどになり、現在事務局⻑として勤務し私のデスク横にいて大いに助かっ
ております。昨年来、方正総会の折りの講演会もズームでできるようになったのは彼のお
陰です。中島がいなかったら、私はハナからズームなどできないと思ってやらなかったで
しょう。 

中島は顔も広く、本会の HP（ホーム頁）を刷新するには打ってつけの人がいると澤津
直也さんをご紹介いただき、澤津さんに HP を一新していただきました。   

新しい HP を検索していただければ、会報に掲載された過去の原稿もすべて閲覧できま
すし、原稿を書いている名前を検索すれば、その人が書いた原稿も全部見ることができる
ようになっています。本当にありがたいことだと思っています。今後もＨＰの刷新作業に
ついては澤津さんに継続してお願いする予定でおります。 

 
今後も会員、読書諸氏の原稿を歓迎します。基本的には横書きのワードで左右 30ｍｍ、

主文は 10・5 ポイント、長くても 10 頁以内、次号 34号の締め切りは来年の 2022 年３月

末です。よろしくお願いします。（大類） 

表表紙紙写写真真撮撮影影・・大大類類善善啓啓  

『星火方正〜燎原の火は方正から〜』（第 33 号）2021 年 12 月 12 日発行 

発行：方正友好交流の会 編集人：大類善啓 Email：ohrui@jcst.or.jp 
〒101−0052 東京都千代田区神田小川町 3−６ 日本分譲住宅会館 ４Ｆ 

(社)日中科学技術文化センター内 電話：03−3295−0411 FAX：03−3295−0400 
郵郵便便振振替替口口座座番番号号  0000113300−−55−−442266664433  加加入入者者名名  方方正正友友好好交交流流のの会会  
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しかし、すべての新聞に目を通すことは不可能です。会員の方々、支援者の方々から
「こんな記事があるよ」と送っていただき、たいへんありがたいと思っております。 

私が畏敬する 90 を越えた T さんの一人住まいの自宅にはテレビもなし、新聞もなし、
ニュースはインターネットで少し確認するだけだとか。私によく、「テレビも新聞もない
と、読書がはかどるよ」と言われます。そのことはよくわかるのですが、まだまだテレビ
も新聞も探せば、なかなかいい番組や記事もあります。 

 
今回、婦人公論から澤地久枝さんと上野千鶴子さんの対談を転載しました。ご両人は、

現在の日本では屈指の論客であり、読者諸氏もそのお名前はよくご存じだと思います。か
つて本誌にお二人とも寄稿していただいており、上野さんはまた数年前には、本会の会員
にもなっていただきました。 

HHPP（（ホホーームムペペーージジ））をを一一新新！！  

さて、会員及び支持者の方々、また読者の方々にお伝えしたいのは本会の HP（ホーム
ページ）を一新したことです。⻑年、ご協⼒していただいた方が多忙で HP の作業もでき
ず、さりとて私・大類はこの種の作業ができず、役員構成なども旧いままの状態でした。
しかし昨年、理事になってくれた中島俊輔は、本会の事務局がある日中科学技術文化セン
ターに来て２年ほどになり、現在事務局⻑として勤務し私のデスク横にいて大いに助かっ
ております。昨年来、方正総会の折りの講演会もズームでできるようになったのは彼のお
陰です。中島がいなかったら、私はハナからズームなどできないと思ってやらなかったで
しょう。 

中島は顔も広く、本会の HP（ホーム頁）を刷新するには打ってつけの人がいると澤津
直也さんをご紹介いただき、澤津さんに HP を一新していただきました。   

新しい HP を検索していただければ、会報に掲載された過去の原稿もすべて閲覧できま
すし、原稿を書いている名前を検索すれば、その人が書いた原稿も全部見ることができる
ようになっています。本当にありがたいことだと思っています。今後もＨＰの刷新作業に
ついては澤津さんに継続してお願いする予定でおります。 

 
今後も会員、読書諸氏の原稿を歓迎します。基本的には横書きのワードで左右 30ｍｍ、

主文は 10・5 ポイント、長くても 10 頁以内、次号 34号の締め切りは来年の 2022 年３月

末です。よろしくお願いします。（大類） 

表表紙紙写写真真撮撮影影・・大大類類善善啓啓  

『星火方正〜燎原の火は方正から〜』（第 33 号）2021 年 12 月 12 日発行 

発行：方正友好交流の会 編集人：大類善啓 Email：ohrui@jcst.or.jp 
〒101−0052 東京都千代田区神田小川町 3−６ 日本分譲住宅会館 ４Ｆ 

(社)日中科学技術文化センター内 電話：03−3295−0411 FAX：03−3295−0400 
郵郵便便振振替替口口座座番番号号  0000113300−−55−−442266664433  加加入入者者名名  方方正正友友好好交交流流のの会会  




